別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：労働費　項：労政費　目：労政費
	事業名: 職業病健診事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）

　　　　　　　　　　　商工労働部　労働雇用課　労働企画担当　

電話番号058-272-1111（内3124）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11367@pref.gifu.lg.jp
	事業費


要求額：527千円（前年度予算額：527千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（財）岐阜県産業保健センターが昭和４２年より公益事業として実施しているじん肺関係の健診測定事業のうち、検査、診断料等や、レントゲン用フィルム・薬品購入代金等に対する補助を行う。
　粉じん作業に従事している労働者に対しては、じん肺法により事業主がじん肺健康診断受けさせるよう定められており、本事業により中小零細企業の経費負担（3,000円／人、残り3,000円を当補助金により財団が負担）が軽減され、財団が無料で実施している離職後の労働者に対するじん肺健診の継続を図ることができる。
※「じん肺」とは
　主として無機物または鉱物性の粉じんの発生する環境で仕事をしている方が、その粉じんを長い年月にわたって多量に肺に吸い込むことで、肺の組織が線維化し、硬くなって弾力性を失ってしまう病気。 
	２　所要経費


  　補助金　527千円
  健診測定事業のうち、検査委託費・薬品衛生材料費に対する補助。
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


　当該補助金は、昭和42年度から開始されており、東濃地方を中心とする窯業界の職業病に対する支援として継続してきた。
	３　これまでの取組に対する評価


　岐阜県事務事業評価検討会（平成１９年度）の外部評価の結果、今後の方向性として縮小２、継続２、廃止１の意見が出された。この結果を受け、補助額は削減を続けながら継続してきた。
　事業主体である（財）岐阜県産業保健センターは、東濃地方の職業病であるじん肺対策を目的として、窯業関連諸団体、労働組合、地元自治体が一体となって設立した「岐阜県窯業界職業病対策協議会」を前身とし、設立以来じん肺防止のための健診事業・啓発等を行っており、毎年補助の継続について要望がある。
　じん肺は、粉じんを吸わなくなってから、数年から数十年かけて症状が進行し重傷化するため、陶磁器産業の従事者が減少しても、引き続きじん肺患者の発生の恐れがあり、今後も県としてじん肺健診事業を支援していく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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